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ダイヤモンド中の個々の量子ビットをセンサーとして、単一の分子や細胞の核磁気共鳴(NMR)

イメージング測定や電位分布測定を室温で実現する実験手法を確立することを目指した研究の進

展について報告する。同位体ダイヤ表面近傍(数 nm)に 50µ秒程度の電子スピン量子コヒーレンス

時間を有する窒素-空孔(NV)センターを配置し [1.2]、その単一の電子スピン用いて、ダイヤモン

ド基板上に載せた水素（プロトン）核スピンの NMR や[2]、ダイヤモンド表面欠陥の電子スピン

共鳴[3]を、極めて高感度で実施することに成功している。また、温度変化によって磁場検知感度

が劣化する問題を回避する技術の開発にも成功している[4]。 
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